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鰻 羅　　灘

轍

　　灘護
　
養
蚕
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

　
古
く
か
ら
農
家
の
資
金
源
と
し
て
営

ま
れ
て
き
た
養
蚕
は
、
い
ま
や
村
で
の

農
業
所
得
の
お
よ
そ
五
十
パ
レ
セ
ン
ト

を
し
め
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
養
蚕
農
家
は
七
百
三
戸
、
収
繭
量
は

年
間
二
十
三
万
八
千
ギ
ロ
を
越
え
、
そ

の
金
額
は
二
億
三
千
万
円
に
も
の
ぼ
り

ま
す
。

　
化
学
繊
維
の
普
及
さ
れ
た
今
日
で
も

そ
の
需
要
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
生
糸

と
し
て
尊
ば
れ
、
今
後
の
生
産
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

、

（7月1日現在〉面積…22．34平方キロ世帯…1，592＜村勢＞総人ロ…7，739（男3，874女3，865）
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第
二
回
定
例
議
会

都
市
計
画
審
議
会
条
例
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
拡
張
工
事
も
き
ま
る

　
昭
和
四
十
五
年
第
二
回
定
例
会
は
、

六
月
十
二
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
役

場
会
議
室
に
開
か
れ
、
条
例
、
補
正
予

算
、
水
道
関
係
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
都
　
市
　
計
　
画

　
　
　
審
議
会
条
例

　
こ
の
条
例
は
、
・
都
市
計
画
行
政
の
円

滑
な
運
営
を
は
か
る
た
め
に
、
江
南
村

に
都
市
計
画
審
議
会
を
設
置
す
る
た
め

の
条
例
で
す
。

　
審
議
会
の
行
な
う
こ
と
は
、
本
村
が

定
め
る
都
市
計
画
に
関
す
る
こ
と
、
都

市
計
画
に
つ
い
て
本
村
が
提
出
す
る
意

見
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
村
長
が
都

市
計
画
上
必
要
と
認
め
る
事
項
の
諮
問

に
つ
い
て
、
審
議
す
る
も
の
で
す
。

　
委
員
の
人
数
は
、
学
識
経
験
の
あ
る

か
た
か
ら
十
四
人
以
内
、
村
議
会
の
議

員
か
ら
十
四
人
以
内
の
選
ば
れ
た
か
た

が
た
で
構
成
し
、
任
期
は
二
年
で
す
。

　
こ
の
事
務
は
、
役
場
建
設
課
で
行
な

い
ま
す
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
条
例
の
一
部
改
正

　
低
所
得
世
帯
に
該
当
す
る
所
得
の
限

度
額
が
、
被
保
険
者
一
人
に
対
し
て
六

万
五
千
円
（
現
行
五
万
円
）
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
所
得
税
法
が
改
正
さ
れ

て
、
譲
渡
所
得
が
、
長
期
譲
渡
所
得
と

短
期
譲
渡
所
得
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
が

そ
の
ど
ち
ら
の
所
得
も
、
い
ま
ま
で
ど

お
り
保
険
税
の
所
得
割
の
課
税
対
象
と

さ
れ
ま
す
。

　
　
　
一
　
般
　
会
　
計

　
　
　
補
　
正
　
予
　
算

　
今
回
の
補
正
は
、
昭
和
四
十
五
年
度

の
当
初
予
算
に
六
百
二
十
一
万
七
千
円

を
追
加
し
て
、
予
算
総
額
は
一
億
九
千

四
百
六
十
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
は
、
歳
入
で
は
地
方
交
付

税
三
百
万
円
、
繰
越
金
の
三
百
二
十
一

万
七
千
円
で
、
歳
出
と
し
て
の
お
も
な

も
の
は
、

土
地
購
入
費
三
百
万
円
、
北
小
学
校
放

送
施
設
費
の
四
十
万
円
な
ど
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
）
し

　
　
　
水
道
拡
張
工
事

　
村
の
水
道
事
業
も
か
年
持
給
茨
口

が
ふ
え
、
ま
た
新
し
い
工
場
な
ど
の
建

設
に
よ
っ
て
水
の
使
用
量
も
増
え
て
き

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
昭
和
四
十
四
年
か
ら
第
一
次

拡
張
工
事
と
し
て
、
水
源
井
型
掘
ざ
く

な
ど
を
行
な
り
で
き
ま
し
た
が
♪
今
回

の
契
約
の
内
容
と
事
業
費
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

・
第
三
水
源
取
水
ポ
ン
プ
新
設
工
事

　
　
　
三
百
七
十
一
万
一
千
四
百
円

・
第
三
水
源
滅
菌
機
新
設
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
万
六
千
円

・
配
水
管
の
布
設
工
事
の
追
加
分

　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
八
万
円

・
工
事
設
計
監
督
料

　
　
　
　
　
二
百
五
十
九
万
四
千
円

　
合
計
七
百
二
十
九
万
一
千
四
百
円

　
こ
の
水
道
工
事
に
よ
っ
て
、
給
水
人

口
八
千
三
百
人
、
一
日
の
最
大
給
水
量

二
千
五
百
三
十
立
方
メ
ー
ト
ル
の
給
水

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
水
道
加
入
者
分
担
金

　
　
　
徴
収
条
例
の
【
部
改
正

　
水
道
の
加
入
者
分
担
金
は
、
取
り
つ

け
る
量
水
器
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
そ

の
金
額
が
ち
が
い
ま
す
が
、
新
た
に
申

し
込
む
大
口
の
使
用
者
（
口
径
五
十
、
・
・

リ
以
上
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
管

理
者
が
き
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

七
月
か
ら
四
百
五
十
円
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
年

金
の
給
付
額
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
こ
れ
ま

で
年
齢
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
て
い
た
保

険
料
が
、
定
額
保
険
料
と
、
加
算
保
険

料
の
二
本
だ
て
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〔
定
額
保
険
料
〕
　
三
十
五
歳
未
満
が

二
百
五
十
円
、
三
十
五
歳
以
上
が
三
百

円
の
保
険
料
で
納
め
て
い
た
人
が
、
七

月
分
か
ら
年
齢
に
関
係
な
く
、
一
律
に

四
百
五
十
円
の
定
額
保
険
料
に
切
り
替

え
ら
れ
ま
す
。

〔
加
算
保
険
料
〕
　
加
算
保
険
料
は
、

所
得
の
あ
る
人
が
希
望
に
よ
っ
て
、
定

額
保
険
料
の
ほ
か
に
一
ヵ
月
三
百
五
十

円
を
加
算
し
て
納
め
る
も
の
で
、
臼
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額

　
四
月
一
日
か
ら
、
埼
玉
県
交
通
遺
児

等
奨
学
金
制
度
と
い
う
の
が
で
き
ま
し

た
。　

こ
の
制
度
は
、
義
務
教
育
課
程
に
あ

る
児
童
、
生
徒
を
も
つ
親
な
ど
が
、
万

一
交
通
事
故
に
あ
っ
て
死
亡
、
ま
た
は

廃
疾
の
状
態
と
な
っ
た
場
合
、
こ
う
し

た
子
ど
も
た
ち
に
奨
学
金
を
援
助
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
奨
学
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
の
は

　
　
　
　
ロ
ズ

　
　
　
　
し
し

　
　
交
通
遺
児
に
奨

民
年
金
の
保
険
料

分
か
ら
納
入
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
　
手
続
き
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ

　
い
た
し
ま
す
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、

　
役
場
住
民
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　　　　《給付額はこれだけふえた》

　　　　　　　　　　改正前　　　　改正後
老令年金　10年納付　　24，000円→　60，000円

　　　　25年納付　　60，000円→150，000円

　　　　40年納付　　96，000円→240，000円
障害年金　　1級　　72，000円→120，000円

　　　　　2級　60，000円一96，000円
母子・準母子年金子1人55，200円→　91，200円

遺児年金　子1人　　　30，000円→　91，200円

死亡r時金轟籍欄・・内一・③醐

学
金

千
五
百
円
を
支
給

　
こ
う
し
た
事
故
に
あ
わ
れ
た
世
帯
で
、

　
つ
ぎ
の
三
つ
の
う
ち
、
ど
れ
か
一
つ
に

該
当
す
る
世
帯
の
児
童
、
生
徒
で
す
。

　
ω
生
活
保
護
世
帯

　
②
村
民
税
の
非
課
税
世
帯

　
③
村
民
税
の
均
等
割
納
付
世
帯

　
奨
学
金
の
支
給
額
は
、
一
人
月
額
千

五
百
円
で
す
。

　
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
役

場
総
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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控
除
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
巻
、
、

税
条

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、

本
村
の
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

例
の

部
を
改
正

　
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
わ
ず
か
で
す

が
い
ろ
い
ろ
の
控
除
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
、
ま
た
調
整
率
な
ど
の
変
更
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
住
民
負
担
の
軽
減
合
理

化
が
、
あ
る
程
度
は
か
れ
る
わ
け
で
す

　
各
種
控
除
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
か

ら
と
い
っ
て
も
、
現
在
の
高
度
な
経
済

成
長
の
段
階
で
は
、
み
な
さ
ん
の
所
得

の
増
加
の
方
が
大
き
い
の
で
、
直
接
税

金
が
安
く
な
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
改
正
さ
れ
た
お
も
な
も
の
を
、
新

旧
対
照
し
て
み
ま
し
た
の
で
、
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

地方税の一部改正による新旧の比較

（改正前）

　　　　　　　円

120，000

i日（改正後）

　　　　　　円

130，000

新分区目税

除控礎基

100，000110ン000除控者偶配

60，00080ン000除控養扶

　　　　70，000
　　　（90，000）

控除対象配偶者の
ないもの80，000

　　　　　　80，000

　　　　（100，000）

配偶者のいない
世帯　　90，000

寡　婦・障　害　者
老年者・勤労学生
配偶者控除に伴う扶
養1人目の控除額

300，000320，000障害者、未成年、老年者、寡婦

150，000300，000医療費の控除限度額

・
　
税

県の
　
民

人個
　
村

（所得控除）

（非課税の範囲）

（医療控除）

担
率

　
整

負
調

　　　　　8．9

　　　　　100

上昇率
麺
率

　
整

負
調

　　9．1
　　100

上昇率

法人税割の標準税率法人の村民税

率整調担負

1．1

1．2

1．3

3倍未満

3倍～8倍

8倍以上

1．1

1．2

1．3

1．4

3倍未満

3倍～8倍

8倍～25倍

25倍以上

いままでの課税額は、38年度の
評価額に対する上昇率がかけら
れておりましたが、45年度の評
価替えにより、25倍以上になる
ところができたので、税金の急
激な増加をやわらげ、公平をは
かるために改正し、宅地等の税
額は引き続き前年分の課税標準
額に負担調整率をかけて計算さ
れます。

固定資産税

（宅地等に対

するもの）

500円600円電気税に対する免税点電気ガス税

赤
十
字
募
金
に

　
全
国
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
連
合
会
か

ら
江
南
村
の
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に
、

「
巡
回
母
子
保
健
指
導
車
」
が
配
車
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
本
自
転
車
振
興
会
の
補

助
の
も
と
に
村
が
半
額
負
担
を
し
た
も

の
で
、
全
国
百
ヵ
所
の
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
の
あ
る
町
村
に
配
車
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
指
導
車
は
、
広
報
装
置
お
よ
び

患
者
用
タ
ン
カ
を
そ
の
ま
ま
運
び
こ
め

る
設
備
の
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
の

助
産
、
母
子
衛
生
業
務
は
も
ち
ろ
ん
、

一
般
保
健
衛
生
事
業
、
広
報
活
動
、
妊

産
婦
な
ど
の
緊
急
患
者
移
送
の
た
め
に

広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

感
謝

総
額
十
二
万
五
千
余
円
を
県
に

　
日
本
赤
十
字
事
業
は
、
皆
さ
ん
も
す

で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
身
心
障
害
者
に

対
す
る
福
祉
事
業
、
災
害
救
助
事
業
、

血
液
事
業
、
看
護
事
業
に
、
ま
た
国
際

的
に
も
日
夜
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
も
五
月
に
こ
の
赤
十
字
運
動

が
、
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
っ
て
目
標
額
を
上
ま
わ
る

募
金
が
得
ら
れ
、
五
月
末
日
、
埼
玉
県

支
部
に
納
入
い
た
し
ま
し
た
。

　
成
沢
　

一
七
、
八
九
〇
円

　
三
　
本
　
　
　
　
九
、
八
二
〇
円

　
上
新
田
　
　
　
　
五
、
一
〇
〇
円

　
上
押
切
　
　
　
　
六
、
八
○
○
円

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
新
田

野
　
原

須
賀
広

小
江
川

　
塩

板
　
井

　
柴

千
　
代

試
験
場

療
養
所

　
合
計

　
ヲ
　
も

・
彪

　
五
、
〇
九
〇
円

　
七
、
四
〇
〇
円

　
四
、
二
五
〇
円

一
七
、
九
一
〇
円

　
六
、
八
○
○
円

　
六
、
五
〇
〇
円

一
五
、
九
〇
〇
円

　
四
、
三
三
〇
円

　
一
〇
、
〇
六
〇
円

　
　
一
、
八
○
○
円

　
三
、
九
〇
〇
円

　
　
一
、
一
〇
〇
円

　
　
　
六
〇
〇
円

一
二
五
、
二
五
〇
円
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わ
ず
カ．・

な
時
間
で

健
康
な
毎
日
頴
を

あ
な
た
も
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
村
で
は
毎
年
八
月
に
、
結
核
矛
防
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
基
づ
く
住
民
検
診
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
と
し
も
八
月
十
七
日
か
ら

二
十
八
日
ま
で
、
各
字
を
巡
回
し
て
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　
わ
た
く
し
た
ち
は
、
と
か
く
健
康
な

と
き
は
病
気
の
こ
と
に
無
感
心
で
、
一

年
に
わ
ず
か
一
度
の
健
康
診
断
で
も
、

非
常
忙
め
ん
ど
う
が
り
、
仕
事
第
一
に

考
え
て
、
病
気
が
は
っ
き
り
し
て
か
ら

あ
わ
て
て
、
医
者
に
か
か
る
と
い
う
状

態
に
な
り
が
ち
で
す
ゆ

　
住
民
検
診
は
、
異
状
を
感
じ
る
人
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
む
し
ろ
健
康
な
人

の
た
め
に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
お
い
そ
が
し
い
毎
旧
で
し
ょ
う
が
h
』

ち
ょ
っ
と
時
間
を
さ
這
て
検
診
を
受
げ

・
る
よ
う
心
掛
げ
ま
し
ょ
う
。

◎
検
査
項
目

　
尿
検
査
　
コ
ッ
プ
三
分
の
一
ぐ
ら
い

昭和451、年7凋1日

　　　　　　　　　午前9時30分～11時30分
昭和45年健康診断日程　午後1時～3時．

倹診の日時1字　名・r場 　　所1判定判定目
8月19日

　　19目

　　20日

　　20目

　　21日

　　21目

　　22目

　　22目

　　23日

　　23目

　　24目

　　24目

　　26目

　　26目

　　27目

　　27目

　　28日

場 　　所
神翫　．・　社

神　　　社
神　　　社
神　　　社
集し会　所
小島たばこや前

薬『師　寺
浄　安一寺
内山重治方
詰　　　所
文　殊・寺
杉田ムナ子方裏

寺、山、利夫方

詰、　．　所

笠原壮介方
小久保たばこや前

役　　　場

沢
本

成
三

上新田
i上．押切

下押切
樋春北
樋春南
御正新田

〃坂上
須賀広
野
、
源

小江川東

小江川西

　塩

検診の日時
8月17日午前

　　17日午後

　　18日午前

　　18日午後

　　19日午前

　　19日午後

　　20日午前

　　20日午後

　　21日午前

　　21日午後

　　22日午前

　　22日午後

　　24日午前

　　24日午後

　　25日午前

　　25日午後

　　26日午前

　　25日午前　板　井　笠原壮介万　、，そ
　　25日午後　　柴　千代、小久保たばこや前　　　27

　　26日午前全区域役　 場　2∈
※判定は30歳未満の方で、』時間と場所は検診日と同じです。

醐馨騨働嚇㌘轡も即会場で受

）

）

　
　
の
尿
を
、
よ
く
洗
っ
た
小
び
ん
に

　
　
取
り
（
当
日
の
も
の
）
会
場
に
持

　
　
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

　
　
全
員
（
幼
児
を
除
き
ま
す
）

　
血
圧
測
定
　
三
十
歳
以
上
の
人

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
　
生
後
三
ガ
月

　
　
以
上
二
十
九
歳
ま
で
の
人

　
B
α
G
接
種
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ソ
の
判

　
　
定
の
結
果
、
陰
性
だ
っ
た
人
㌦

社
会
を
明
る
く
　
、

　
　
　
　
　
す
る
運
動

　
　
　
七
月
十
一
日
に
講
演
会

『
こ
み
運
動
は
、
私
た
ち
み
ん
な
で
犯

罪
を
防
ぎ
、
ま
た
、
す
で
に
罪
を
お
か

し
た
人
た
ち
に
は
、
立
派
に
更
生
が
で

き
る
よ
う
温
か
い
気
持
ち
で
周
囲
か
ら

理
解
し
て
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

カ
を
あ
わ
せ
て
、
犯
罪
の
な
い
住
み
よ

い
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
全
国
的
な
運

動
で
す
。

・
村
で
も
、
こ
の
運
鋤
を
推
進
す
る
た

め
に
保
護
司
会
の
協
力
を
得
て
、
つ
ぎ

の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
、
み
な
さ

ん
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
明
る
く
住
み
よ
継
村
づ
ぐ
り
の
た

め
に
よ
り
い
っ
そ
う
⑳
ご
協
力
を
お
願

い
い
だ
し
ま
す
。

と
　
き
　
七
月
十
一
目

　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時

と
こ
ろ
　
江
南
中
学
校
体
育
館

講
■
師
・
L
嵐
山
町
青
木
義
夫
先
生

　
七
月
一
日
は

　
　
国
民
安
全
の
日
　
灘

わ
た
－
し
た
　
生
活
鑑
…

は
、
災
害
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
い
る
と
蝋

い
鞍
響
奮
年
無

増
加
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
注
意
…
…
μ

し
て
安
全
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

危
い
！

二
ど
も
の
葵
あ
そ
沓
菱

気
を
っ
け
ま
し
ょ
死
・
〆
塵

嘘轟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦

自
転
車
に
は

　
　
反
射
テ
ー
プ
を

　
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
に
、
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協

議
会
で
は
、
反
射
テ
ー
プ
の
使
用
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

　
赤
色
と
黄
色
の
夜
光
テ
ー
プ
を
後
部

泥
よ
け
と
、
前
後
ホ
ー
ク
の
側
面
に
は

り
つ
け
る
も
の
で
す
か
ら
、
も
よ
り
の

自
転
車
店
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
）
）

お知らせ

　一漁
畔》嚇

　
般
の
法
律
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
、

　
お
気
が
る
に
お
た
ち
よ
り
く
だ
さ
い
。

　
　
担
当
は
小
井
川
技
師

　
　
　
　
　
生
活
改
良
普
及
員
『

　
　
江
南
村
を
担
当
さ
れ
て
い
た
生
活
改

　
良
普
及
員
の
田
辺
さ
ん
が
異
動
さ
れ
、

　
後
任
と
し
て
小
井
川
さ
ん
が
担
当
さ
れ

　
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
こ
と
し
の
目
標
と
し
て
は
、
農
業
者

　
の
健
康
問
題
、
労
働
過
重
に
よ
る
食
生

“
　
毎
月
二
十
五
日
は

ヤゆ

．
　
選
挙
法
律
相
談
日

ヤ物ず㎞うチ

蛇
　
と
　
き
　
毎
月
二
十
五
日

のげ

一
　
　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

㌔いひ

鞠
　
ど
こ
ろ
　
熊
谷
市
陳
列
館

悔ノリ悔
　
　
　
　
ヒ
（
熊
谷
市
役
所
前
）

一な

・
　
お
相
手
　
埼
玉
弁
護
士
会
の
先
生

もぬ

簡
　
　
　
　
　
埼
玉
県
選
挙
管
遅
委
員
会

り

一ゼド

．
　
相
談
料
i
無
料

妬
のザ

、
　
ζ
の
相
談
所
で
は
、
選
挙
の
問
題
に

軸鱒ら

の

％
限
ら
ず
夫
婦
の
問
題
、
相
続
の
問
題
、

一うへ

．
土
地
家
屋
の
売
買
の
周
題
、
そ
の
他
一
。

“う翰
の炉ロ鞠

ロ“一、’の％副㌔’”％一ヨ㌔
ヨ

一％“じ妬面一転
ぴ

一㌔謹％岬妬”一
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先
勝
酌
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽

　
　
　
り
）
，

　
の騰

．

（
（

．
中
学
校
前
の
道
路
を
舗
装
二
」
、
夙

　
役
場
か
ら
北
小
学
校
に
通
じ
る
道

路
干
七
百
塀
の
舗
装
に
引
き
続
き
、

中
学
校
前
の
道
路
四
百
三
十
材
⑳
舗

↑
装
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
丁
，
，
、
、
．
．

難『
謬

瀬

↑
ウ
ン
カ
類
を
防
除

　
毎
年
発
生
し
て
い
る
ウ
ン
カ
類
を
防

除
す
る
た
め
、
六
月
十
二
、
十
三
日
、

ベ
ル
コ
ブ
タ
ー
に
よ
ヶ
四
百
四
十
診
の

た
ん
ぼ
の
空
中
防
除
を
行
な
い
ま
し

た
．
。

・↑給食はエレベーターで

　新装なった北小学校の給食は、

各久ラスととにワゴソて運搬車）

につまれ｛エレベーターで、給食

委員のまっている各階り配繕室に

運ばれます。

／（！

（

．
ご
と
し
も
ま
た
緑
の
敵
A
ア
メ
リ
カ

ジ
ロ
ヒ
y
リ
の
発
生
す
る
時
期
ど
な
り

ま
し
だ
。

　
そ
こ
で
県
で
は
、
六
月
五
日
か
ら
七

月
五
日
ま
で
と
．
八
月
十
既
か
ら
九
月

十
日
ま
で
の
二
か
月
間
を
ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除
運
動
月
間
と
し
て
、
ー

そ
み
徹
底
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
よ
り
大
き
な
効
果
を
あ
げ

る
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
樹
木
の
所

有
者
や
管
理
者
が
自
か
ら
の
責
任
で
、

防
除
を
実
施
す
る
自
主
防
除
が
い
ち
ば

ん
た
い
せ
つ
な
こ
と
で
す
。
、
。

◎
卵
、
巣
の
処
分

　
こ
の
虫
は
、
昨
年
発
生
し
た
樹
木
に

そ
の
多
く
は
卵
を
生
み
つ
け
、
卵
か
ら

か
え
る
と
、
か
た
ま
っ
て
糸
を
は
き
巣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

を
つ
く
り
ま
す
。

　
こ
の
と
ぎ
に
、
そ
の
卵
や
巣
の
つ
い

た
枝
や
葉
を
切
り
取
っ
て
焼
く
か
、
ぞ

い
ね
い
に
ぶ
み
つ
ぶ
し
で
く
だ
さ
い
。

　
小
さ
“
毛
虫
の
と
き
の
防
除
が
簡
単

で
、
も
っ
と
も
効
果
が
あ
筋
ま
す
。

◎
薬
剤
に
よ
る
防
除

　
毛
虫
が
、
巣
か
ら
は
な
れ
て
し
ま
っ

た
り
、
高
い
樹
木
で
卵
や
巣
が
と
れ
な

い
と
き
は
」
デ
イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤

（
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
液
）
を
七
百
倍
か

ら
千
倍
（
百
㏄
入
の
容
器
で
は
七
十
リ

ッ
ト
ル
か
ら
百
リ
ッ
ト
ル
）
に
薄
め
、

虫
の
散
っ
て
い
る
範
囲
に
た
っ
ぷ
り
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
場
合
は
、
人
体
な
ど
に

つ
か
な
い
よ
う
に
危
害
防
止
に
は
、
じ

ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
⇔
冬
、

アメリカシロヒトリ生活暦図表

　　　　毛虫は年2回発生する

　　　1　2回目　1
囎砂や出盛瞳笛
下8月上中下9月上中下

　　　　　1　1回目　1
蓼憾夙ひ幽撒，
冬
　　5月下　6月上　中　　下　　7月上　中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碑，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o厘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o聖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，塵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o爾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腰■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o電　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o窟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9臨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尋r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，廟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎専　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題6　　　　　　　　　　　　　　　　　　々■　　　　　　　　　　　　　　　　　　●隅　　　　　　　　　　　　　　　　　曜・　　　　　　　　　　　　　　　　　Oe　　　　　　　　　　　　　　　　●蘭　　　　　　　　　　　　　　　　、・　　　　　　　　　　　　　　　　．■　　　　　　　　　　　　　　　，臨　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　々■　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　，日　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　や曜　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　◆■　　　　　　　　　　　　冒6　　　　　　　　　　　　㌔　　　　　　　　　　　，■　　　　　　　　　　　融■　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　，画　　　　　　　　　躍■　　　　　　　　　Ce　　　　　　　　6隣　　　　　　　　厘■　　　　　　　　％　　　　　　　，　　　　　　　曽・　　　　　　　曜　　　　　　％　　　　　　・，　　　　　じ■　　　　　Oo　　　　　験　　　　ロ●　　　　・尋　　　，可　　　i◆　　専辱　　，o　口．　◎■　●o■・70　　　　　　撒1
　　　瀟：…ゑ1羅…：…：蟻

活
の
改
善
、
最
近
の
勤
め
ブ
ー
ム
に
よ

る
主
婦
不
在
の
た
め
の
措
置
な
ど
、
実

際
の
農
家
の
生
活
に
結
び
つ
い
た
問
題

に
つ
い
て
4
と
り
く
ん
で
ゆ
・
き
た
い
そ

う
で
す
。

　
小
井
川
さ
ん
泊
身
ガ
農
家
ρ
嫁
で
あ

り
、
母
で
あ
る
立
場
か
ら
、
嫁
と
姑
と

の
問
題
な
ど
も
身
を
も
っ
て
体
験
さ
れ

て
お
り
、
み
な
さ
ん
の
良
き
相
談
相
手

に
な
れ
れ
ば
と
は
り
き
っ
て
お
り
ま
す

か
ら
、
生
活
改
善
に
関
す
る
こ
と
で
七

た
ら
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
は
、
有
線
三
〇
四
五
番
（
産
業

課
）
へ
ど
う
ぞ
。

自
衛
官
を
募
集

　
「
資
格
　
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

　
で
、
、
中
学
卒
業
以
上
の
男
子

　
　
任
期
　
陸
士
は
二
年
（
技
術
既
係
は

　
三
年
）
、
海
士
・
空
士
は
三
年
を
一
期

間
と
し
て
任
用
し
ま
す
が
、
希
望
に
よ

　
っ
て
継
続
勤
務
が
で
き
ま
す
。

　
　
給
料
　
初
任
給
二
万
五
百
円
で
一
年

…
一
回
昇
給
さ
れ
、
年
三
回
の
ボ
ー
ナ
ス

慣
四
．
五
ヵ
月
分
）
と
そ
の
他
諸
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
衣
食
住
　
す
べ
て
無
料
（
衣
食
住
を

給
与
に
換
算
す
る
と
、
実
質
三
万
五
千

円
以
上
に
な
り
ま
す
）

　
　
身
分
　
国
家
公
務
員

　
　
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
役
場
住
民
課

∴
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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作
銀

4
晶
、
響

焔
在
⑤
雛

よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ン
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
コ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
賞

じ
こ
の
こ
と

　
　
　
江
南
北
小
学
校
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
桜
井
真
由
美

　
私
が
「
広
美
、
お
ふ
ろ
に
は
い
る
」

と
き
い
た
時
、
お
か
あ
さ
ん
は
、
お
ふ

ろ
を
う
め
て
い
た
。

　
テ
レ
ビ
を
け
そ
う
と
し
た
時
、
「
ウ

ー
ウ
ー
。
」
と
サ
イ
レ
ン
が
な
り
ま
し

た
。
私
は
、
「
て
、
じ
こ
だ
。
」
と
い

い
ま
し
た
。
広
美
は
、
も
う
「
ガ
タ
ガ

タ
」
と
ふ
る
え
て
い
ま
し
た
。
お
か
あ

さ
ん
も
び
っ
く
り
し
て
、
お
ふ
ろ
の
ふ

た
を
と
っ
た
ま
ま
、
か
け
て
き
ま
し
た

　
き
ゅ
う
き
ゅ
う
車
は
、
近
く
に
と
ま

り
ま
し
た
。
み
ん
な
道
に
で
ま
し
た
。

み
ん
な
口
々
に
「
だ
れ
だ
ん
べ
え
。
」

と
い
い
ま
し
た
。
私
は
、
も
し
か
し
た

ら
、
お
と
う
さ
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

　
じ
こ
の
と
こ
ろ
に
い
こ
う
と
し
た
時

き
ゅ
う
き
ゅ
う
車
は
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に

病
院
に
い
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
ま

っ
さ
お
で
す
。
ガ
ラ
ス
は
、
あ
ち
こ
ち

に
四
角
の
よ
う
に
わ
れ
て
と
ん
で
い
て

ぶ
つ
か
っ
た
車
は
、
ス
バ
ル
で
し
た
。

　
ス
バ
ル
の
バ
ッ
ク
、
・
・
ラ
ー
に
は
、
ぶ

つ
か
っ
た
人
の
手
さ
げ
が
か
け
て
、
あ

り
ま
し
た
。
人
々
は
、
「
お
ば
あ
さ
ん

が
ぶ
つ
か
っ
た
ん
だ
っ
て
ね
え
。
」
と

い
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
手
さ
げ
は
、

ぶ
つ
か
っ
た
い
せ
い
に
、
ひ
っ
か
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
車
の
下
に
は
、
お
ば
あ
さ
ん
の
か
け

て
い
た
メ
ガ
ネ
が
お
ち
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
「
ひ
ど
か
っ
た
ん
か
ね
え
。
」

と
い
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
お
と
う
さ
ん
で
な
く
て
、
「

ほ
っ
。
」
と
し
ま
し
た
。
血
が
た
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
な
ま
血
で
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
は
、
　
「
子
ど
も
は
、
じ
こ

な
ん
か
見
る
も
ん
じ
ゃ
あ
な
い
よ
。
」

と
い
い
ま
し
た
。
　
「
な
ぜ
だ
ろ
う
な
」

と
思
い
ま
す
。

　
車
を
、
と
め
て
見
て
い
る
人
も
い
ま

し
た
。
お
か
あ
さ
ん
が
、
「
い
つ
ま
で

見
て
い
た
っ
て
、
そ
の
人
が
な
お
る
ん

じ
ゃ
あ
な
い
か
ら
い
く
よ
。
」
と
い
い

ま
し
た
。
私
は
、
お
か
あ
さ
ん
の
あ
と

を
、
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
家
に
か
え
っ
て
か
ら
も
、
じ
こ
の
こ

と
が
わ
す
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
お
か
あ
さ

ん
が
、
　
「
あ
の
人
は
、
よ
め
さ
ん
が
、

赤
ち
ゃ
ん
が
う
ま
れ
る
ん
で
き
て
、
い

た
ん
だ
に
、
か
わ
い
そ
う
だ
な
あ
。
」

と
い
く
ら
か
、
な
み
だ
ぐ
ん
で
い
い
ま

し
た
。
広
美
も
「
か
わ
い
そ
う
に
ね
」

ふ
る
え
な
が
ら
い
い
ま
し
た
。

　
お
と
う
さ
ん
が
、
帰
っ
て
き
た
の
で

「
じ
こ
が
あ
っ
た
ん
よ
。
」
と
話
し
た

　
　
　
　
　
　
F
）
）

ら
「
ふ
う
ん
。
」
と
い
っ
て
そ
こ
に
い

き
ま
し
た
。
二
十
分
ぐ
ら
い
た
つ
と
お

と
う
さ
ん
が
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
　
「
真
由
美
も
、
ソ
区
ハ
ン
に
行

く
の
に
き
を
つ
け
て
い
く
ん
だ
よ
。
」

と
い
い
ま
し
た
。

　
「
ほ
ん
と
う
に
、
み
ん
な
が
じ
こ
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
」
と
私
は
、
思
い
ま
し
た
。

近
所
の
で
き
ご
と

　
　
　
江
南
北
小
学
校
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
　
文
子

　
日
曜
日
の
朝
、
お
父
さ
ん
が
、
地
下

タ
ビ
を
は
い
て
、
手
ぬ
ぐ
い
で
ほ
お
か

ぶ
り
を
し
て
い
た
。
い
つ
も
と
ち
が
っ

た
か
っ
こ
う
な
の
で
、
　
「
き
ょ
う
は
、

ど
こ
へ
い
く
ん
だ
い
。
」
と
私
は
、
き
い

て
み
た
。
お
父
さ
ん
は
、
タ
バ
コ
を
す

い
な
が
ら
「
と
な
り
の
や
ぶ
し
だ
よ
。
」

と
い
っ
た
。

　
そ
ば
に
い
た
お
か
あ
さ
ん
が
「
古
い

家
を
こ
わ
し
て
、
新
し
く
す
る
こ
と
だ

よ
。
」
と
い
っ
た
。
そ
し
て
「
や
ね
か
ら

お
ち
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
い
ね
。
」

と
お
か
あ
さ
ん
が
ま
た
い
っ
た
。
お
父

さ
ん
は
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
さ
。
こ
う
み

え
て
も
あ
ん
が
い
お
れ
は
体
が
か
る
い

ん
だ
で
。
」
と
い
い
な
が
ら
、
体
そ
う
を

す
る
ま
ね
を
し
て
で
か
け
て
い
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
、
わ
た
し
と

い
さ
お
で
、
と
な
り
の
や
ぶ
し
を
見
に

行
っ
た
ら
、
大
ぜ
い
の
人
が
屋
根
に
は

い
上
が
っ
て
、
古
い
ま
っ
黒
の
む
ぎ
わ

ら
が
は
ぎ
と
ら
れ
て
、
ぼ
う
だ
け
の
屋

根
に
な
っ
た
。
ど
の
木
も
ま
っ
黒
だ
。

黒
い
む
ぎ
わ
ら
の
に
お
い
も
ぷ
ん
ぷ
ん

す
る
。

　
子
も
り
を
し
て
い
た
と
な
り
の
お
ば

あ
さ
ん
が
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
そ
ば

へ
よ
っ
て
き
て
、
　
「
文
ち
ゃ
ん
お
父
さ

ん
を
ま
っ
黒
け
に
し
て
、
す
ま
ね
え
ね

え
。
」
と
い
っ
た
。
私
は
、
屋
根
の
上

で
土
人
の
よ
う
な
顔
を
し
て
働
い
て
い

る
お
父
さ
ん
と
、
ま
い
朝
、
ひ
げ
を
そ

っ
て
つ
と
め
に
出
か
け
る
お
父
さ
ん
を

見
く
ら
べ
な
が
ら
、
思
わ
ず
く
す
く
す

わ
ら
い
だ
し
て
L
ま
っ
た
。

　
わ
た
し
の
家
の
近
所
で
は
、
お
せ
ん

ち
ゃ
ん
の
家
も
、
ま
あ
ち
ゃ
ん
の
家
も

古
い
家
を
こ
わ
し
て
、
新
し
い
モ
ダ
ン

な
家
に
つ
く
り
か
え
て
い
る
。
わ
た
し

が
お
と
な
に
な
る
こ
ろ
は
、
「
麦
わ
ら

や
ね
は
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
」
と
思
う
。

　
じ
ゅ
ん
子
ち
ゃ
ん
ち
の
お
ば
あ
さ
ん

が
い
っ
た
。
　
「
お
ら
あ
ち
の
近
所
じ
ゃ

あ
、
家
を
つ
く
り
か
え
る
病
気
に
か
か

っ
た
み
た
い
だ
よ
。
と
な
り
か
ら
と
な

り
と
、
新
し
く
な
っ
て
い
っ
て
。
」
と
。

　
「
田
ん
ぼ
や
畑
に
つ
く
る
麦
わ
ら
の

屋
根
で
は
、
火
事
の
時
な
ど
す
ぐ
も
え

て
し
ま
う
け
れ
ど
、
か
わ
ら
や
ス
レ
ー

ト
の
屋
根
で
は
、
火
事
に
な
ら
な
い
で

す
む
か
ら
、
み
ん
な
が
作
り
か
え
る
の

だ
ろ
う
。
」
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
し
し

～
　
霊
鳥
鏡
（
れ
い
ち
ょ
う
き
ょ
う
）

卵
　
こ
の
鏡
は
至
町
時
代
の
作
と
さ
れ
、

｝
直
経
十
一
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
五
ミ
リ
、

婦
重
さ
八
百
グ
ラ
ム
の
銅
か
ら
な
る
円
い

婦
形
の
鏡
で
あ
り
、
現
在
は
光
沢
は
な
く

》
写
ら
な
い
が
、
裏
｝
面
に
亀
の
形
を
あ

ザ
し
ら
っ
た
亀
甲
（
き
っ
こ
う
）
模
様
の

一
中
に
、
雀
が
二
羽
組
み
合
わ
せ
て
あ
る

ぜ
こ
ろ
か
ら
、
霊
鳥
鏡
と
葦
け
ら
れ
、

’
古
く
か
ら
森
本
家
に
伝
わ
っ
て
お
り
ま

｛
す
ひ

｛
　
鏡
は
、
た
だ
単
に
物
を
う
つ
し
て
み

（
る
道
具
だ
け
で
な
く
「
人
の
か
が
み
に

｝
癒
る
」
と
云
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

｝
心
を
う
つ
す
鏡
と
し
て
尊
ば
れ
、
神
と

耀
し
て
あ
つ
か
わ
れ
、
信
仰
の
対
象
に
さ

一
え
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
鏡
も
お
そ

’
ら
く
そ
う
し
た
心
の
鏡
と
し
て
用
い
ら

な

漣
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
’
　
■
記
録
や
云
い
伝
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

（
貴
重
な
す
ぐ
れ
た
作
品
と
し
て
、
昭
和

（
三
十
二
年
、
江
南
村
文
化
財
に
指
定
さ

㌔
れ
ま
し
た
。

㌔
　
　
　
　
　
　
野
原
　
森
本
澄
氏
所
有

’
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十
月
一
日
か
ら

農
地
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
農
地
法
は

昭
和
二
十
七
年
に

制
定
さ
れ
て
か
ら

農
業
を
支
え
る
大

き
な
柱
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
最
近
十

年
余
の
経
済
の
高

度
成
長
は
、
農
業

や
農
村
の
情
勢
を

大
き
く
変
化
さ
せ

農
業
で
生
き
抜
こ

う
と
す
る
農
家
は

農
業
経
営
の
規
模

を
大
き
く
す
る
必

要
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

』
そ
こ
で
、
農
地

の
流
動
を
円
滑
に

し
て
、
い
よ
い
よ

本
格
的
に
展
開
さ

れ
よ
う
と
し
て
い

る
農
業
の
構
造
改

　
　
　
　
　
　
今
（

善
の
基
礎
条
件
を
つ
く
れ
る
よ
う
、
こ

の
改
正
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
農
地
の
最
低
面
積
は

　
五
十
ア
ー
ル
以
上

　
い
ま
ま
で
は
、
農
地
を
買
っ
た
り
、

借
り
よ
う
と
す
る
場
合
、
三
十
ア
ー
ル

（
約
三
反
）
以
上
耕
作
し
て
い
な
け
れ

ば
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が

今
度
の
改
正
で
は
、
す
べ
て
の
場
合
権

利
取
得
後
の
面
積
で
計
算
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
制
限
面
積
は
、
五
十
ア
ー

ル
（
約
五
反
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
農
免
道
路

　
　
　
　
　
第
一

　
農
業
用
揮
発
油
税
の
身
替
り
を
財
源

に
行
な
わ
れ
て
い
る
、
農
道
整
備
の
第

一
年
度
事
業
は
、
延
長
八
百
七
十
綴
、

事
業
費
九
百
二
十
五
万
円
で
、
そ
の
改

良
工
事
を
お
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
昭
和
四
十
四
年
度
か

ら
四
十
六
年
度
ま

で
の
三
力
年
間
に

行
な
わ
れ
る
も
の

で
、
野
原
地
内
の

県
道
、
玉
川
－
熊

谷
線
を
起
点
と
し

て
、
小
原
農
協
前

を
と
お
っ
て
、
県

道
深
谷
－
東
松
山

線
と
の
交
差
点
ま

で
の
約
三
千
㌶
の
　
婁

創
設
農
地
も
貸
し
付
け
が
で
き
る

　
農
地
改
革
や
そ
れ
以
後
に
、
国
か
ら

売
渡
し
を
受
け
た
農
地
等
は
、
小
作
に

出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
度
は
売
り
渡
し
後
十
年
を
過
ぎ
た
も

の
は
、
貸
し
付
け
が
許
可
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

小
作
人
が
承
知
す
れ
ば
、
別
の
人
に

も
売
る
こ
と
が
で
き
る

小
作
地
は
、
そ
の
小
作
人
以
外
に
売

年
度
工
事
を
お
わ
る

改
良
を
行
な
う
も
の
で
、
農
業
の
機
械

化
、
農
産
物
の
集
出
荷
な
ど
農
業
の
発

展
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
四
十
五
年
度
に
は
、
引
き
続
き
八
百

層
の
改
良
を
行
な
う
予
定
で
す
。

〔
写
真
は
改
良
さ
れ
た
野
原
地
内
道
路
〕

（

令
．

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
土

地
を
売
る
こ
と
に
つ
い
て
小
作
人
が
同

意
し
た
場
合
は
、
小
作
人
以
外
の
人
に

も
売
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
土
地
の
所
有
権
が
変
っ
て

も
、
賃
貸
借
の
条
件
は
そ
の
ま
ま
新
し

い
所
有
者
と
の
間
に
引
き
つ
が
れ
る
こ

と
が
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
耕
作

者
が
不
安
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

小
作
契
約
の
解
約
制
限
が
ゆ
る
め
ら

れ
る

　
小
作
地
を
返
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

と
き
は
、
法
律
で
定
め
た
正
当
な
理
由

に
よ
る
知
事
の
許
可
が
必
要
で
し
た
が

今
度
は
、
つ
ぎ
の
場
合
に
は
、
知
事
の

許
可
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

・
引
き
渡
し
期
限
の
前
六
ヵ
月
以
内
に

書
面
で
合
意
し
た
場
合

・
十
年
以
上
の
期
間
を
定
め
た
定
期
賃

貸
借
の
期
間
が
終
っ
て
更
新
を
拒
絶
す

る
場
合

・
水
里
畏
作
を
目
的
と
す
る
賃
貸
借
の

更
新
を
拒
絶
し
た
場
合

　
小
作
料
の
統
制
が
ゆ
る
め
ら
れ
る

　
小
作
地
一
筆
ご
と
の
小
作
料
の
最
高

額
が
き
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
小
作

料
の
額
が
事
情
に
あ
わ
な
い
と
き
は
、

地
主
、
小
作
人
が
話
し
あ
っ
て
自
主
的

に
き
め
て
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

懸灘継
力
ラ
ス
と
ご
ち
そ
う

「
何
だ
か

良
い
に
お

い
が
す
る

ぞ
…
…
」

と
穴
を
は

い
だ
し
て

き
た
キ
ツ

ネ
が
ヒ
ョ

s

！

隠

柄

い
と
見
つ
け
た
の
は
、
う
ま
そ
う
な

ご
ち
そ
う
を
く
わ
え
た
木
の
枝
の
カ

ラ
ス
。
そ
こ
で
、
キ
ツ
ネ
は
あ
い
そ

よ
く

　
「
オ
ヤ
、
カ
ラ
ス
さ
ん
、
お
は
よ

う
、
何
と
今
朝
は
ま
た
一
段
と
黒
ビ

・
ウ
ド
の
着
物
の
美
し
い
こ
と
、
ま

っ
た
く
あ
な
た
は
森
の
女
王
さ
ま
で

す
よ
。
そ
の
美
し
い
と
こ
ろ
で
、
あ

の
リ
ッ
パ
な
声
を
聞
か
せ
て
下
さ
い

な
…
…
」
と
お
だ
て
た
。
う
ぬ
ぽ
れ

カ
ラ
ス
は
、
そ
こ
で
一
段
と
口
を
大

き
く
「
カ
ァ
…
…
」
と
鳴
く
。
と
、

大
事
な
口
の
ご
ち
そ
う
は
ポ
ト
リ
…

…
。
キ
ツ
ネ
は
す
ば
や
く
ひ
ろ
っ
て

－
穴
の
中
に
一
目
散
…
…
。

　
　
　
　
　
（
イ
ソ
ッ
プ
物
語
）

　
大
事
な
一
票
も
、
う
ぬ
ぽ
れ
た
り
、
う
つ
か

　
り
し
て
い
る
と
、
思
い
が
け
な
い
処
に
持
っ

　
て
ゆ
か
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
よ
く
判
断

　
し
て
お
だ
て
に
の
ら
ぬ
こ
と
で
す
。
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｝
欝
騰

撫
羅

ハ

｛
県
の
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
奨
励
事
業
の

．
一
か
ん
と
し
て
、
壮
年
体
力
テ
ス
ト
を

㎜
行
蹴
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
体
力
テ
ス
ト
は
、
壮
年
層
の
か

…
た
た
ち
が
、
日
常
生
活
の
基
本
と
な
る

．
体
力
を
確
か
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

…
結
果
に
よ
っ
て
、
自
分
に
適
し
た
運
動

を
正
し
く
行
な
い
、
健
康
に
自
信
を
も

一
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

行
な
う
も
の
で
す
。

体
力
テ
ス
ト
の
対
象
者

　
　
バ

　
　
　
　
　
参
加
を

　
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
の
少
な
い
婦

人
に
対
し
、
そ
の
機
会
を
つ
く
っ
て
、

健
全
な
体
力
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
特
に
御
正
婦
人
会
を
対
象

に
行
な
い
ま
す
が
、
一
般
の
か
た
も
で

ぎ
る
だ
け
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程

　
七
月
十
二
日
　
午
後
一
時
～
四
時

　
　
　
　
　
　
　
江
南
中
学
校
体
育
館

　
七
月
二
十
六
日
　
午
後
一
時
～
四
時

　
　
　
　
　
　
　
江
南
北
小
学
校

七
丹
十
八
日
に
体
力
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
対
象
は
三
十
歳
か
ら
六
十
歳

　
三
十
歳
か
ら
六
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

健
康
な
男
女

テ
ス
ト
の
内
容

　
反
復
横
と
び
、
垂
直
と
び
、
握
力
、

　
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
、
急
歩

日
　
時
七
月
十
八
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

場
　
　
所
　
江
南
中
学
校
体
育
館

服
　
　
装
　
身
軽
な
服
装
で
運
動
ぐ
つ

申
し
込
み
　
七
月
十
六
日
ま
で
に
教
育

　
委
員
会
（
有
線
二
〇
四
三
番
）
へ
。

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
に
　
　
　
　
　
　
蝉
凄

　
八
月
十
六
日
　
午
後
一
時
～
五
時

　
　
　
　
　
　
江
南
中
学
校
体
育
館

　
九
月
十
三
日
　
午
後
一
時
～
四
時

　
　
　
　
　
　
江
南
北
小
学
校
校
庭

　
十
月
四
日
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
　
　
　
　
　
江
南
中
学
校
体
育
館

　
試
合
が
で
き
る
ま
で
の
指
導

　
運
動
ぐ
つ

　
な
お
、
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け

講
師
　
小
中
学
の
先
生
と
体
育
指
導
員

内
容
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
初
歩
か
ら
、

服
装
　
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
服
装
と
、

て
、
小
原
婦
人
会
を
対
象
に
行
な
う
予

定
で
す
。

）

土地や建物を

売ったとき

　　　　　＿税務署だより一

　昨年の税法改正で、土地税制が大幅に

改正され、長期間もっていた士地や建物

を売った場合には、これまでに比べて安

い税金ですむことになりました。

ち峯と

　
　
あ
　
3

いかときゅうりの

　　辛子和え

　　　材料4人分
いか………………一・………1杯

きゆうり……………・・…9…2本

調味料

　しようゆ……………大さじ3

　酒……・…………・・小さじ1．5

　ときがらし………小さじ1．5

　ごま油…………・一小さじ1．5

　化学調味料…一……一少々

〔
作
り
方
〕

①
い
か
は
足
を
ぬ
き
、
ワ
タ
を
と
り
の

ぞ
き
、
身
の
皮
を
む
い
て
タ
テ
ニ
つ
に

切
り
、
足
と
い
っ
し
ょ
に
熱
湯
で
ゆ
で

て
水
に
と
り
、
そ
ぎ
身
に
切
る
。

②
ぎ
ゅ
う
り
は
タ
テ
ニ
つ
に
切
り
、
小

口
か
ら
三
、
・
・
リ
ぐ
ら
い
の
厚
さ
の
そ
ぎ

∀
て
保
存
い
た
し
在
よ
う

　
　
　
　
い
つ
、
、
几
又
こ
、
つ
h
墜
り
ま

身
に
切
る
。
ザ
ル
に
広
げ
て
塩
を
ふ
り

三
分
ほ
ど
た
っ
た
ら
水
洗
い
に
し
て
、

水
気
を
ふ
き
と
る
。

③
器
に
分
量
の
調
味
料
を
合
わ
せ
、
①

②
の
材
料
を
加
え
て
食
器
に
盛
り
、
残

り
汁
を
上
か
ら
か
け
る
。

ガ
ラ
ス
を

　
　
　
　
　
美
し
く

　
ガ
ラ
ス
が
く
も
り
も
な
く
、
す
き
と

お
る
よ
う
に
美
し
い
の
は
、
気
持
ち
の

よ
い
も
の
で
す
。

　
ガ
ラ
ス
み
が
き
に
は
、
中
性
洗
剤
の

液
に
つ
け
た
雑
巾
で
、
ま
ず
汚
れ
を
よ

く
落
と
し
て
か
ら
、
か
ら
ぶ
き
を
す
る

か
、
ま
た
は
グ
ラ
ス
タ
ー
を
ス
ポ
ン
ジ

に
つ
け
て
汚
れ
を
と
っ
て
か
ら
、
か
ら

ぶ
き
を
す
る
こ
と
で
す
。

　
ア
ル
カ
リ
性
の
石
け
ん
を
使
う
と
、

く
も
り
が
つ
い
て
な
か
な
か
お
ち
な
い

も
の
で
す
か
ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
し
し

あ屯ア留ら”｛落詮ゼO蓄ガ　ガ汗あ慕気分尼（　長期間もっていた土地や建物を
で裂ノレをけまとつフもよラ　　　を材にをほ切ノ　売った場合の税金
すがカすてたしけスのうス　　ー上料分ふどる…かつりる汚はてたみでにが　フかを量きた。、長期間とは、昭和44年4月8日ですで
皇陰携！姿ζ倉欝誓需善毛美ス象聖翁老建崩に3年をこえても．ていた土地や建物で

謙鎧機槻匙を磯。鱗1あ嚇締議渡収入金から取得費
ま　かを　　　かを　ぶず中　　　’く　　　　　　　　　に合　　　い　て、　　　　　　　　、
しお使　　らスき汚性　　気　・　〈　　　　　盛わ　　に塩ノと譲渡費用の合計額を控除した残額が譲

頻2ヵ二聾猫雛　　　喉毛墾渡所得となり甑
oい’　らジるよの　のと　　　　残①　 ’りくなお取得費は、譲渡収入金額の5毒了

）’昌’㌔●’”㌔’の■日、9’■、“”●。鮪ロ’。一”㌔’、…●’、’”＾◎…へ。一’闘、一”、一、’層A1噌’。。瞳6一！かあるいは実際の取得価格か、いずれか

す杢④て由③けよ②糧るかじが①きけ　　　 、高い方で計算されます

。5嘉奮鑑攣嚢盆弩誓≦参豪尋霧衛鑑薯こ食1税額をよ、この譲渡論力、ら1。。万円の

　けにちをを塩とけれ塩まいをも役るい　　　！　て血ぢ少張aいのいをせも防の立と柔ん塩、特別控除を差し引いた残りの金額の10

雛棋藩纏綴難は1灘響叢毒襲＋譲渡費用、
　誌0駄享磯。嬬訪慰力隷き　1－100万円〕×10％＝税金
　く　・　　と　・　。塩す　　れ菜るんに　　こ　う　に　　　、　次回は短期間しかもっていなかった土

　燃窃灘舞琶寝麓も　く地や建物を売・た場合の税金について・
　ま塩　いの　つき　 ’でが’色　とだ　　　’お知らせいたします。




